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飲食店経営者及び関係業者の方々へ 飲食店が感染源ではありません！

「コロナ対策」からいのちを守ろう

2020年当初から日本は未曾有のコロナパンデミックに見舞われ大変な状態となっています。

日本は幸いにして感染状況は軽微であるものの、たび重なるまん延防止措置や緊急事態宣言の発令に

より、様々な業種で壊滅的とも言える経済的打撃を受け、生活苦による自殺者も急増しています。

これがコロナから多くの人を守るために必要な措置であるならば致し方ありませんが、世間の雰囲気、

風評ではなく、実際に現われた数字や事実を見ると、なぜここまで大きな被害を出す「感染予防対策」

をしなければならないのか大きな疑問が湧いてます。

特に飲食店関係に出されている対策にはほとんど何の科学的根拠もなく、その科学的根拠なき対策に

よって関係者の基本的人権が奪われています。

これはひとつの考え方ではなく客観的事実であり、現在のコロナパンデミックを解決していくために

は、この客観的事実を知ることが絶対に必要です。

けれど残念なことにメディアはコロナの恐怖を煽るばかりで、本当に必要な情報を報じません。

インターネットでも、YouTubeやFacebookといった大手テック企業は、コロナの真実を述べた情報を次々

と削除しています。

それでも日本でも世界でも、医師や科学者を含めた多くの人がコロナの真実に気づきはじめていて、

それは最早抑えきれないものとなっています。

大切なのはメディアの報道、風評ではなく客観的、科学的な事実です。

以下に新型コロナウイルスについての事実を述べます。

これをご覧になり、政府、自治体の行っている感染防止対策、メディアの報道のあり方に対する疑問を

感じられたなら、是非ともそれを正すべく声をあげてください。

それが現在の理不尽とも言える混乱した状況を打破する唯一の方法です。

< コロナ、感染症に関する事実 >

１．2020年以降、感染症による死者数は激減しています。

新型コロナウイルスが日本に入ってきたことで、

ウイルス干渉によってインフルエンザ、ノロウイルス、

手足口病といった他の感染症が激減し、感染症による

死者数が年間約一万人以上減少しています。

2020年の国内の死亡数は前年より約9千人減少

したことが22日分かった。

死亡数は高齢化で年平均2万人程度増えており、

減少は11年ぶり。

日本経済新聞

2021年2月22日

２．コロナの感染者、死者数は季節性インフルエンザ以下です。

コロナが日本に入ってくる前は、毎年約一千万人がインフルエンザに罹患し、死者五千人、関連死含め

ると一万人程度の方が亡くなられていました。

コロナのPCR陽性者数(感染者数ではありません)は2021年5月末現在累計73万人、死者数は一万三千

人ですが、2020年6月28日付けで厚労省より「厳密な死因は問わず、新型コロナ陽性で、入院中や療養
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中に亡くなった患者については同省へ報告し、死者として公表するよう」という事務連絡が各自治体に

あり、癌でも脳卒中でも交通事故でも、PCR検査で陽性が出た場合はすべてコロナ死とされています。

そして亡くなられた方の平均年齢は70歳代、そのほとんどが何らかの既往症を持たれた方です。

アメリカの政府機関であるCDC(米国疾病予防管理センター)は、コロナ死とされる16万人の内、実際コ

ロナの直接死は6%、9210人だけと発表していて、日本も同程度の割合であると考えられます。

３．無症状者から感染する科学論文は存在しません。

これは2020年9月30日、東京都大田区議会での奈須利枝議員の質問に

大田区の感染症対策課長が答弁したものです。

その後も無症状感染者から感染するという

論文は発表されていません。

動画リンク

４．コロナはほぼ空気感染することがありません。

インフルエンザウイルスは肺組織の細胞膜にあるシアル酸という糖タンパクと結合するのに対し、コロ

ナの感染受容体ACE2細胞は小腸、胆嚢といった消化器系に多く、肺にはその十分の一程度しかありま

せん。

ですからコロナは空気を通した直接感染ではなく、トイレなどから様々な場所に運ばれて付着したウイ

ルスによる間接感染が主だと考えられます。

５．PCR検査は感染症の診断には適していません。

PCR検査法の開発者でノーベル化学賞を受賞したキャリー・マリス博士は、生前「PCR検査を感染症の診

断には使ってはならない」と述べていました。

またPCR検査キットには、「本製品は研究用試薬です。ヒト、動物への医療、臨床診断には使用しないよう

にご注意ください」と書かれています。

PCR検査はウイルス遺伝子の一部をプライマー(鋳型)とし、それを倍、倍・・・と繰り返し増幅して検査す

る方法で、その増幅回数をCt値と呼び、これが大きくなれば誤った陽性反応が多く出ることが知られ

ており、WHOは「Ct値35以上は偽陽性が多く出て無意味である」としています。

にも関わらず日本は現在もCt値40～45を維持しており、死滅したウイルス断片を検出し、陽性と判定し

ている可能性があります。

Ct値45で偽陽性率97%と言われており、水やパパイヤでも陽性反応を示すことがあります。

日本では各検査機関がCt値をいくつに設定しているのか、どのようなプライマーを用いているのかは

公表されていません。

６．PCR検査陽性者は感染者ではありません。

政府、メディアは日々『コロナ感染者数』を報じて人々の危機感を煽ってい

ますが、あれはPCR検査の陽性者数であって感染者数ではありません。

これは明かな誤りであり、そのことは参議院の柳ヶ瀬裕文議員の特別委

員会の質疑において、厚労省が答弁しています。

動画リンク

https://www.facebook.com/permalink.php?story_fbid=1259241741174820&id=268759603556377
https://www.facebook.com/watch/?v=862726417824531
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７．医療崩壊は人災です。

日本の人口千人当たりの病床数は13.0と世界一、コロナの死者数は欧米と比ぺて数十分の一であり、こ

れで医療崩壊が起こるのは、コロナを指定感染症2類、新型インフルエンザ等感染症という致死率50%

以上のエボラ出血熱と同等の扱いをしているからです。

このような重病扱いをしている国は世界でも日本だけであり、コロナを通常のインフルエンザ並みに扱

えば、医療崩壊は瞬時に解決します。

８．三密対策、ソーシャルディスタンスではなく、集団免疫維持が大切です。

三密対策、ソーシャルディスタンスが感染予防に効果があるという科学的根拠はありません。

欧米において、ロックダウンの有無、人口密度とコロナ死者数との間に相関関係がないことが明らかに

なっていて、逆に集団免疫を獲得している日本人は積極的に外に出て、獲得した免疫力の維持、向上に

努めるべきです。

※京都大学上久保靖彦特定教授らの唱える『日本人集団免疫獲得説』は、メディアによって封殺されています。

９．飲食店は主な感染源ではありません。

政府はコロナ対策で最も大切な基本情報である感染経路を公表していません。

いくつかの自治体では公表されたものも、なぜかそのほとんどがすぐに削除されています。

感染経路で最も多いのは家庭(約20%以上)であり、そこに老人施設や病院が続き、飲食店は5%程度で、

これは飲食店の衛生管理が徹底しているためと考えられます。

それでも『夜の街は危険』という風評が根付いたのは、昨年7月新宿区が「検査をして10万円をもらおう

キャンペーン」と揶揄されたPCR検査陽性者に10万円の見舞金を渡す制度を作り、多くのホストが検査を

受けて陽性となり、それをメディアが大々的に報じたからです。

１０．クラスター、変異株 ・・・ 怖い言葉に惑わされないでください。

クラスターとは感染拡大のこと、風邪でもインフルエンザでも、感染を広げるから感染症です。

一見危険に聞こえるカタカナ言葉に惑わされないでください。

コロナは不安定なRNAウイルスで、変異を繰り返すのは当たり前で、変異を繰り返すたびに弱毒化して

いくものです。

『変異株＝より安全』と考えてください。

それよりもウイルスが変異すれば従来と同じPCR検査は精度が落ち、ワクチンも効果が薄れるはずです

が、メディアがなぜそのことを報じないのか、それが大いに疑問です。

１１．人間はウイルスと共存していて、コロナウイルスを絶滅させることはできません。

人の遺伝子の約30%はウイルスに由来しています。

人とウイルスは太古から共存共栄していて、風邪やインフルエンザが毎年流行するように、ウイルスを

完全に排除することはできません。

今のようにコロナを重病扱いし、PCR検査で大量の偽陽性者、無症状感染者を作りだしている限り、今の

コロナ騒動は永遠に終わりません。

インフルエンザよりも被害の少ない新型コロナウイルスへの対策で、

大量の企業倒産、失業者、自殺者を生み、

多くの人の命、生活、人権を奪う合理的理由はどこにあるのでしょう？
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< 参考動画、書籍 >

福岡市で発表されたコロナ感染ルートは、家庭内感

染が6割とのことです。

けれどなぜかその記事は発表直後すぐに削除され

ました。

武田邦彦氏の調べでは、飲食店での感染はわずか

5%、武田氏はこの情報を隠蔽していることに対し、

「飲食店は損害賠償が成立するのではないか」

とまで言っておられます。

「」

動画リンク

東京都の根拠なき緊急事態宣言に異を唱えたグロ

ーバルダイニング長谷川耕造社長の意見は実に理

論的で的を得たものです。

動画リンク

グローバルダイニングの５月１８日付け

「通常営業継続のお知らせ」

を是非お読みください。

新型コロナが本当にこわくなくなる本
医学・政治・経済の見地から"コロナ騒動"を総括する

井上正康、松田学 共著 方丈社

新型コロナについて本で学びたいと思われるる方には、

この本がお勧めです。

医学面から井上正康先生が、政治経済の面から松田学氏が

分かりやすく解説しています。

このレポートのアドレスとQRコードです。

https://yogananda.cc/report/2021_6

２０２１年6月1日

文責 酒井伸雄

https://yogananda.cc

https://fb.watch/5QgZsi-2_A/
https://www.facebook.com/268759603556377/videos/1121145355026978/
https://docs.google.com/a/global-dining.com/viewer?a=v&pid=sites&srcid=Z2xvYmFsLWRpbmluZy5jb218Y29ycG9yYXRlLW5ld3N8Z3g6MzQyNzliZWRmNTMzYWVhYQ
https://yogananda.cc/report/2021_6
https://yogananda.cc
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